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福島第二原子力発電所 １．２号機
廃棄物処理建屋（管理区域）における

協力企業作業員の死亡の原因と対策について

平成２７年２月５日平成２７年２月５日

東京電力株式会社東京電力株式会社

資料１－２
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１．工事概要

災害事象

ＨＣＷ(高電導度廃液)濃縮器

加熱缶点検用架台に頭部を挟まれ負傷

（死亡災害）

工事目的

１．２号機 ＨＣＷ濃縮器

（Ｃ）（Ｄ）の本格点検

発生日時

平成27年１月20日（火）

午前9時30分頃

発生場所

１．２号機 廃棄物処理建屋 ５階

（管理区域）

１・２号機 廃棄物処理建屋
現場配置図

１・２号機 廃棄物処理建屋
５階 配置図
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２．被災状況（１／２）

平成２７年１月２０日午前８時２０分頃、被災者（※１）は事務所にて朝礼を実施

後、午前９時頃に作業現場である１．２号機 廃棄物処理建屋５階（管理区域）へ

と向かった。

午前９時２０分頃、現場にて、ＴＢＭ－ＫＹ（※２）を実施後、午前９時３０分頃、

高電導度廃液処理設備（以下、「ＨＣＷ」という）の濃縮器加熱缶に収納されてい

る加熱バスケットの点検準備作業として、被災者が同点検で使用するＨＣＷ濃縮器

加熱バスケット横倒用架台（以下、「架台」という）に固定してある加熱バスケッ

ト受台（以下、「受台」という）のボルトを緩めたところ、受台が回転し被災者の

頭部が挟まれた。

（補足資料－１／６、２／６）

※１被災者・・・・・協力企業作業員

※２ＴＢＭ－ＫＹ・・ツールボックスミーティング－危険予知の略
作業開始前に、小グループでその日の作業や
段取りからそこに潜む危険を予知し、安全に
作業できる方法を決めること。
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２．被災状況（２／２）

災害発生時、被災者は頭部から出血しており意識がなかったことから、同日

午前９時３７分に救急車を要請、同日午前９時５０分頃に救急車が入構、同日

午前９時５２分頃、現場に向かっていた双葉消防本部の救急隊がドクターヘリ

を要請した。

午前１０時４８分頃、当該被災者をドクターヘリで病院に

搬送した。

午前１１時５７分頃、医師の診察により被災者の死亡が確認

された。（重症頭部外傷）

【参考】

作業環境：管理区域（Ｃ区域）

服装：Ｃ区域用作業服、タイベック、ヘルメット、作業靴、

手袋（軍手、ゴム手袋）
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３．原因（１／２）

直接要因
これまでのやり方では、当該架台を使用する際は、回転する受台を
クレーンで吊り固定しながら、固定ボルトを取り外す段取りとなって
いた。
しかし、被災者はクレーンで回転する受台を吊る前に、受台のボル

トを外してしまい、受台が回転し頭部を挟まれたと推定される。
（受台の重量は約７００ｋｇ）

（補足資料－３／６）

要因①：受台の下に入らないと，固定ボルトの取外・取付が出来ない構
造だった。

要因②：固定ボルトを取り外すと，架台と受台に挟まれる危険箇所が
あったが，注意喚起の表示がなかった。

要因③：架台と受台の使用方法が施工要領書に記載されていなかった。
要因④：作業員全員に架台の使用方法についてＴＢＭ－ＫＹで周知でき

ていなかった。
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３．原因（２／２）

背後要因

要因①：重量物となる治具を新規に設計する場合でも，プラント設

備でないという理由から設計管理の対象外となっていた。

要因②：事前検討会の前に，点検対象機器及び治具の現場確認をせ

ず事前検討会を実施したため，架台の使用時の危険を抽出

できなかった。また，事前検討会参加者の危険予知能力を

高める教育が出来ていなかった。

要因③：ＴＢＭ－ＫＹが形骸化していることにより，重要なリスク

を自ら考えず協力企業の作業員全員で確認する活動が不足

した。
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４．対策（１／３）

直接要因に対する対策

対策①：架台の改造を行い，受台の固定ボルトを長尺ボルトに変更

することにより，受台の下に入らなくても固定ボルトの取

外・取付が出来る構造にする。

対策②：架台と受台の危険箇所に人が不用意に入らないように，注

意喚起の表示を取り付ける。

対策③：架台の使用方法を詳細に記載した資料を作成し，施工要領

書に反映する。

対策④：作業員全員にＴＢＭ－ＫＹの際に，架台及び受台の使用方

法を詳細に記載した資料を使って説明する。

（補足資料－６／６）



目的外使用・無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 8

４．対策（２／３）

背後要因に対する対策

対策①：

・落下・回転・はさまれ災害等に繋がる点検用治具を新規設計す

る場合は，設計管理対象とする。

・過去に製作した落下・回転・はさまれ災害等に繋がる点検用治

具についても，安全事前評価又は事前検討会（※３）で危険箇

所が有るか確認を行う。

対策②：

・当社監理員および作業員全員に現場のリスクを抽出するための

教育を受講させ，危険予知能力を高める。（職長教育等又はＯ

Ｅ（※４）情報を活用）

・当社監理員が協力企業と一緒に現場確認することを含めた事前

検討会を実施し，ＴＢＭ－ＫＹ立会い実施ポイントを決める。
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４．対策（３／３）

背後要因に対する対策
対策③：

・当社監理員は治具を含め，重量物取扱作業等，危険作業につ

いてはＴＢＭ－ＫＹに参加し，監理員が指導した実施状況を

GM（※５）に報告する。

・ＴＢＭ－ＫＹの参加者に、必ず違った注意点や危険箇所を１

つ以上発言させるような教育を当社が行う。

・請負会社の災害防止担当者はＴＢＭ－ＫＹの実施方法につい

て指導する。

・ＴＢＭ－ＫＹは作業員全員で実施するよう再徹底させる。

※３：事前検討会・・・災害発生防止を目的とし、工事の着手前に工事に関わる

者全員で作業要領書の読み合せや作業上の注意点の

周知等を行う。

※４：ＯＥ情報・・・・運転経験（Operation Experience）情報

※５：ＧＭ・・・・・・グループマネージャー
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５．補足資料（１／６）５．補足資料（１／６） （被災状況（１））（被災状況（１））
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５５．補足資料．補足資料（２／６）（２／６） （被災状況（２））（被災状況（２））

災害発生時の状況（推定）

事故発生場所

受台が回転し、架台との

間に頭を挟まれた

回転

災害発生前の状態 災害発生後の状態

濃縮器点検
横倒用架台

本来は受台を天井ク
レーンで玉掛けする

受台（約700kg）

固定ボルト
受台を横向状態で
架台に固定するもの

玉掛け未実施

約1.0m

約0.6m
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５５．補足資料．補足資料（３／６）（３／６） （被災状況（３））（被災状況（３））

①：固定ボルト確認（４本） ②：濃縮器加熱バスケット吊下げ ③：吊下げ後、固定ボルト取外し（４本） ④：バスケット横倒し ⑤：横倒し完了

⑨固定ボルト取外し（１本） ⑧加熱バスケット受台玉掛け（未実施） ⑦濃縮器加熱バスケット取外し 　　

⑩受台が不安定な状態になり倒れた ⑪受台と架台に挟まれてしまった（推定）

１月１９日までの作業１月２０日からの作業

①

②

③

④

⑥

ＡＡ被災者がボルトを外した

受台固定箇所拡大図

固定ボルト固定ナット

濃縮器加熱バスケット横倒用架台使用手順(災害発生時手順)

ＨＣＷ濃縮器加熱バスケット横倒用架台

加熱バスケット受台

加熱バスケット

天井クレーン

受台が吊られていない状態

⑥部Ａ－Ａ矢視

 

：点検時作業順

：軸受け

　⑥：固定ボルト取付（２本）

架台

サポート

受台

架台

（１９日時点で固定ボルト１本取り外し）
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５５．補足資料．補足資料（４／６）（４／６） （直接要因への対策：架台改造案）（直接要因への対策：架台改造案）

アクリル板

改善後

サポート

固定用ナット（全周溶接）

ナット（全周溶接）

固定ボルト改善及び表示板（案）

固定ボルトを長く
して，アクリル板
を設置することに
より，身体が回転
する恐れがある装
置内部に入らない。

現場に危険
表示を行う

受台

架台

アクリル板

アクリル板
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５５．補足資料．補足資料（５／６）（直接要因への対策：注意喚起表示）（５／６）（直接要因への対策：注意喚起表示）
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５５．補足資料．補足資料（６／６）（直接要因への対策：架台使用手順書）（６／６）（直接要因への対策：架台使用手順書）

①：固定ボルト確認（４本） ②：濃縮器加熱バスケット吊下げ ③：吊下げ後、固定ボルト取外し（４本） ④：バスケット横倒し ⑤：横倒し完了

⑨固定ボルト取外し（２本） ⑧加熱バスケット受台玉掛け ⑦濃縮器加熱バスケット取外し ⑥：固定ボルト取付（２本）

⑩加熱バスケット受台吊下げ ⑪着床 ⑫：固定ボルト取付（４本）

①

②

③

④

ＡＡ

⑧

⑨

⑫

ＨＣＷ濃縮器加熱バスケット横倒用架台使用手順（改善後）

ＨＣＷ濃縮器加熱バスケット横倒用架
台

加熱バスケット受台

加熱バスケット

天井クレーン

固定用ナット（２箇所）
（全周溶接）

点検台サポート（溝型鋼）

ナット（全周溶接）

⑥部  Ａ－Ａ矢印詳細

架台

アクリル板

 

：点検時作業順

：復旧時作業順

：軸受け


